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年月 党貝数 年月 党員数 年月 党貝数
1921. 7 57 1946 1,350,000 1957.9 12,720,000 
1922. 7 195 1947 .1 2,220,000 1958.11 12,450,000 
1923.6 420 1947 .12 2,700,000 1959 13,500,000 
1926.1 994 1948. 7 3,000,000 1961.6 17,000,000 
1927.4 57,900 1949.12 4,500,000 1969.4 22,000,000 
1927. 7- 10,000 1950.6 5,000,000 1973.8 28,000,000 
1928. 7 40,000 1950.12 5,800,000 1977.8 35,000,000 
1930.1 65,000 1952 6,000,000 1982.9 39,660,000 
1934.10 300,000 1953.10 6,389,000 1987 .10 46,000,000 
1937. 7 40,000 1954.2 6,500,000 1992.10* 50,000,000 
1940.7 800,000 1955.2 7,000,000 1997.9* 58,000,000 
1942. 7 730,000 1956.6 10,730,000 2001.1• 64,000,000 
1945.4 1,210,000 1956.12 12,000,000 ＼ ＼ 
(1) 1921年7月から1987年10月までの数値は馬宇平ほか編 [1989: 685-686], 1992年10月， 1997年9月， 2001年































(2) この革命の具体的内容には， a.対外戦争• b. 農民戦争， C.政治改革， d.大























































































































































第1に， 20世紀中国政治の軌跡を despotism(-1912), warlordism (1912-




























































指導部による毛排斥に対して抑止的役割を果たした [*1997: 391-411] ; (2)中
共は西安事変前後の統戦工作によって張学良と楊虎城という「真の同盟者」を
獲得したが，こうした成果は彼らを「軍閥」の範疇で捉えるモスクワの方針を
生硬に実行することから生み出しうるものではなかった [*1995: 424-429] ; 
(3) 1938年，王明（陳紹馬）の作風に起因する中共指導部内の軋礫を知ったコ
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3) この中共の方針転換を示すものとしては，「関於西安事変致国民党中央電」 [d361218]; 「関於










































































せうる可能性は存在していた［周忠喩 1989:94, 徐向前 1985: 522-523]。にも
かかわらず事態がそのように展開しなかったのは， i京州・永昌根拠地と高台・
臨沢根拠地の樹立および2度の東進方針のため，西進行動が停止されたことに




















渉の主たる議題は， (1) ソ区の改制； (2)紅軍の改編； (3)国共合作の共同綱
領と組織形態であったが，慮溝橋事件から日中の全面的軍事衝突への展開のな






影徳懐を任命することで両党の合意が成立し［党資徴委会編 1989: 29], 22日，
国民政府は紅軍の改編を公布した［軍院軍史部 1988: 173]。25日，中共中央軍
事委員会は， (1)紅軍を国民革命軍第 8路軍に改称すること； (2)総指揮部を
第8路総指揮部に改め，朱徳と彰徳懐を正副総指揮とすることを内容とした命
令を公布した［党資徴委会編 1989: 29-30]。また 7月15日，廠山における国共
交渉において映甘寧辺区が認められ，この案件は10月12日の国民政府行政院第


































































































表団（団長：褪秋白）をモスクワに常置した［鄭恵ほか主編 1997: 3014-5, 楊奎






























5) 王国本主編 [1993: 1-2]。数値は表記のまま（記載された各省の数値を合計すると213県とな
る）。
6) 王国本主編 [1993: 2]。結局，両特区の一体化は実現しなかった。 1931年秋，岡専帳ソ区に猿
東南ソ区を編入して中央ソ区が成立した [2]。









績南省の 5省を樹立した 10)。一方張国燕は， 1932年 1月に第 4方面軍主力を率
いて郡豫暁ソ区を離れ，湖北棗陽地区で西北革命軍事委員会を成立させた後，


















204-7, 252-9, 王国本主編 1993:3-5]。
1) 王健英 [1995: 233, 297-298], 党史室 [1991: 333]。1929-35年，上海で中共中央との連絡に
当たっていたコミンテルン極東局については，楊奎松 [1997: 251-275]を参照。



















わち， 6 全大会時の16省委（臨委）のうち存続を確認しうるのは江蘇• 河北・
満洲・河南•四川の 5 組織にすぎない13)。その一方でソ区での省委樹立があい
つぎ， 5 中全会当時，江西•福建・閻猿·島績・閻浙績・湘績・湘那猿・川映・
郡豫院の 9省委にのぽっていた［王健英1995: 252-253, 254-255, 256, 258, 259 





13) 王健英 [1995: 119-40, 175-86, 298-307]。なお順直省委は1930年11月に廃止され，河北臨時
省委が成立した [182]。
14) このほか，任弼時は湘犠省委書記［王国本主編1993: 488], 関向応は中共湘那西中央分局委












(2) 8月，国民政府軍，湘郡執ソ区全域を占領［鄭恵ほか主編 1997: 1895]。
(3) 8月，第 6軍団9,700が湘頼ソ区を離脱。 1-11月，第 6軍団3,300,第3
軍（第 2軍団の名称を回復） 4,400と合流し湘郡川齢ソ区を創設［軍史編委会
1989 : 267, 鄭恵ほか主編 1997: 1895, 1891, 王健英 1995: 269-270]。
(4) 10月，第 1方面軍86,000, 中央ソ区を離脱［軍史編委会 1989: 267]。




政府軍の封鎖線を突破した時点で30,000人に減少していたが，さらに第 2 • 第

























海貝組織といくつかの小組織のみとなった［党史室 1991: 333-334, 王健英































下部隊80,000と，北上部隊14,000に分裂した［軍史編委会 1989: 53-55, 60-61, 









18) 軍史編委会 [1989: 51-53)。陳・周の補選は6中全会で追認されなかった［王健英 1995:317)。
























れた［軍史編委会 1989:6, 王健英 1995:328]。
軍事的優勢を背景として毛沢東らの追放による組織再編を強行した張国煮に
対して，映北側は，分裂直後に政治局が採択した「関於張国煮同志的錯誤的決
20) 西北聯邦政府は政治局会議の批判を受け [z350805: 535), 「JI康革命委員会」に再編されてい
た [z370227: 1120]。
21) 軍史編委会 [1989: 267), 軍院軍史部 [1987: 278-279)。第15軍団は,1935年9月，険北ソ区
に到達した第25軍と当地の第26・27軍によって樹立された［王健英 1995:323)。























に転換すること 22); およぴ (2) 山西から緩遠に至りソ連の援助を獲得するこ
とを内容とする「国際路線」の実施を決定した。同時に中共中央は，白区工作
を再建するため劉少奇を天津に派遣することとした［趙舒 1990: 28, 陳紹疇


































派遣して統戦工作を展開した［党史室 1991: 410-411。陳紹疇 1992:173-177も参照］。



















































































27) 王健英 [1995:363]。当時の兵力は，第 1方面軍が30,000,第4方面軍が33,000,第2方面軍



































































31) 楊奎松 [1992: 56-59], 王健英 [1995: 428], 党史室 [1987: 122-123]。この命令に関連して，
以下の補足説明が必要である。 (1) 9月12日， 8路軍は第18集団軍に改称されたが，それ以降も 8路
軍の名称が用いられた［王健英 1995: 430] ; (2)この改編により政治委貝が廃止され政治部は政訓




























34) 1937年8月以降. 8 路軍•新 4 軍の雛事処が南京・西安・武漢・重慶・桂林など各地に設立され
た。これらは事実上の中共事務所であり．抗日のための物資やスクッフの輸送という本来の業務のほ
か，統一戦線工作や中共地下組織の拠点となった［陳広湘 1988,王健英1995: 453-4, 459-60]。
35) 王健英 [1995: 379-380, 477-478], 宋金寿主絹 [1995: 225-228]。1938年11月，辺区議会は辺

























































37) 党史室 [1991: 496-506]。1938年10月， 8路軍は156,000人に，新四軍は25,000人に拡大した
[506]。








































































重慶にそれぞれ樹立された［王健英 1995: 492, 524, 527, 539, 鄭恵ほか主編















43) 6中全会に出席した「各方面の責任者」 36名のうち， 1937年7月から 6中全会までの間に省委
を代表しうる職務についたことを王健英 [1995]によって確認できるものは，彰真（晋察翼省委書記
[435]), 播漢年（江蘇省委副書記 [447]),曽山（江西省委書記 [442]),張文彬（広東省委書記












































































1) 「10大綱領」の内容は， (1)帝国主義支配の打倒； (2)外国資本の企業・銀行の没収； (3)中国
の統一，民族自決権の承認； (4) 軍閥•国民党政府の打倒； (5)労農兵代表者会議（ソヴェト）政府
の樹立； (6) 8時間労働制・賃金増額・失業救済・社会保険などの実施； (7)地主階級のすぺての土
地の没収と耕雄の農民への供与； (8)兵士の生活改善. (9)政府・軍閥・地方のすべての税金の廃止，

























































































































ることが注目される [99-100,98-99, 95]。すなわち， (1)は「九一八」以降





















1991 : 64]。書簡は，綱領の各項目― (1)すべての海陸空軍の総動員による
対日作戦， (2)全人民の総動貝， (3)全人民の総武装， (4)方法を講じてただ









った活動を行った［楊奎松 1995:324, 膠承志 1982]。
























第 3章抗日民族統一戦線と中国革命 69 
























4) 王明の大会報告には 5種類の「表題」と2硯重類の版本を確認しうる。まず 8月7日に『プラウ
ダ」に梗概が紹介された後 [z350807a], 9月以降，「コミュニスチチェスキー・インテルナツィオ
ナール」などに速記録からのダイジェストが掲載された（本書が底本としたテキストは， 1935年に
モスクワで発行されたドイツ語のパンフレット WanMin, Die revolutio旭 reBewegung in den 

























的なものに転換するとしたことは [604-605,606, 609-610), 中共が抗日民族
統一戦線政策を軸にして諸政策を転換したことを示すものであった。しかしな
がら， (1) 日本帝国主義による中国の植民地化の危機を「反日民族革命の高
5) 「10大綱領」の内容は， (1)抗日救国による失地の回復； (2)救災治水による民生の安定； (3) 
日本帝国主義の全在華資産の没収とその対日戦費への充当； (4) 漢奸・売国賊の財産・食糧•土地の
没収とその貧困者・抗日戦士への支給； (5)苛捐雑税の廃止，財政金融の整理，エ・農・商業の振興，









[614, 616, 609] ; (3)「下からおよぴ上からの」反日統一戦線として，動揺．

















































































































議の後播漢年を,1935年5月には陳雲を［胡愈之 1987:383, 陳再凡 1987:242, 李維漢 1986:
359], それぞれ上海に派遣した。コミンテルン第7回大会終了間際に陳が，続いて播がモスクワに到
着した［陳修良 1989: 29]。コミンテルンと中共代表団は，彼らの報告によって，遵義会議と四川省







































































































との分裂を引き起こしていると批判し [d370119], さらに， (1) ソヴェト政府












































































































































21) 「10大綱領」の内容は， (1) 日本帝国主義の打倒； (2)全国の軍事的総動貝； (3)全国人民の総
動貝； (4)政治機構の改革； (5)抗日的外交政策； (6)戦時財政経済政策； (7)人民生活の改善；
























































華）が兼ねることとなった［陳紹疇 1992:116, 高文華 562-563)。また北平と天
津の両市委は，いずれも1934年に壊滅していた［黄景山ほか 1992: 34-35, 天津
































［周小舟 1987:319, 挑依林 1987: 323]。11月，省委は後者の見解を是とし，
(1)臨時工作委貝会を組織すること（書記：谷景生）； (2)駐北平特派員として
















［党校研究班編 1986: 15], 12月6日に「成立宣言」を出して 9項目の綱領を発
表した3)。このうちの (4) (5) (6)の各項目は，この「宣言」が「八ー宣言」
[z350801]ではなく中国民族武装自衛委員会諦備会の「中国人民対日作戦的基
本綱領」 [z340420]を継承するものであったことを示している丸







































校研究班編 1986:88, 北京資徴会編 1987編： 9]。学生運動の高揚は，北平にお
ける救国会組織の樹立を促した。 1936年 1月，北平婦女救国聯合会（北平婦女
救国会）•北平文化界救国会・北平文芸青年救国会があいついで成立した［北京










区・北区・西郊区の 4区委が設置された［李雪峰 1987:343, 北京党史室編
1989 : 194]。2月，天津市委は来津した林楓（害記）・影濤に李啓華を加えた布




























玉海ほか 1992: 256-257], 北方局は，これをふまえて学聯と民先隊を軸に青年・
学生組織の再編をめざしたと考えられる。同時期，平津学聯は文教界と各界人
士と連携して北平各界救国聯合会・天津各界救国会と華北各界救国聯合会を組














































































































































想統一を図った［陳紹疇 1992: 180, 党校研究班編 1986: 224-225, 北京党史室編
































































































中央局は， 1933年1月， 1934年9月， 1935年3月の 3回組織されたが［劉恵吾






































































































5) 上海資徴会編 [1988: 390]。なお，この「中共中央」が険北の中共中央か，当時活動を中止し
ていたとされる上海臨時中央局か，あるいは駐コミンテルン中共代表団かについては，検討を要する
ように思われる。











































胡愈之 1987: 384-385)。播漢年は，上海に数日滞在した後，同地を離れ u馬雪


































「叙餐会」で，ーニ八事変期 (1932年）に始まった［章乃器 1981:431, 章立凡
1984 : 120, 章立凡 1985:424]。「一二九」のニュースが上海に伝わると，彼ら
は文化界に呼ぴかけて「上海文化界救国運動宣言」 [z351212]を発表し，北平
の学生救国運動に対する支持の態度を明らかにした［胡子嬰 1987:389]。これ
以降翌年2月までに，婦女界 (12月21日）・文化界 (12月27日）・大学教授 (1月9
7) 上海救国会運動の公開部分を担った宋慶齢・何香凝・馬相伯・沈欽僣・鄭稲奮・章乃器・王造時・
沙千里・李公撲・史良・陶行知らの中共諷および中共との関係については，田中仁 [1990: 299-301] 
を参照。
108 第二部転換期の中国政治と白区工作
























1987 : 407]。この内，徐雪寒と石不爛は中共党員であり［徐雪寒 1987:406], 
呉大現も「全救」中共党団書記の「銭俊瑞の指導を受けていた」とみずから語
















































































































































会副委員長［注新ほか 1988: 138]) と宋子文（当時，国家経済委員会主席［李伝信




































ともに［上海資徴会編 1988: 400], (1) 3月に 5つの在華紡で職場での座り込
み闘争を行うこと； (2) 3,000人の救国会員を「全総」に加入させること，を






























































































































































































































の中共は，組織的には， (1)映北の党中央， (2) モスクワとパリを活動の拠点
としていた駐コミンテルン中共代表団， (3)上海臨時中央局の活動停止後の白
区工作において重要な役割を果たした平津地区の北方局，そして本章が考察の































































































4) 南漢窟 (1895-1979)は， 192炉和ヤ共に入党。 1932年夏，省政府稿書長を辞任した［薬英ほか
1985b : 272, 278-279]。


















































































1987 : 287]。南漢哀は王世英を西安に派遣し，楊に対して 6項目の合作抗日案
（北方局案）を提示した［米暫汎 1986: 92]。一方毛沢東は， 12月5日に楊虎城
と杜斌丞16)に対して17路軍との提携を求める書簡を書き，同軍での工作経験を
有する注鋒に託した［文献室編 1993a: 494-495]。 1個月余りの西安滞在中，
注と王は楊と交渉し北方局案を基礎として論点の整理を試みた。その結果，両
11) 車向沈 (1898-1971)は，王以哲の招きで西安に入り流亡子弟のために東北競存小学を創設。
1946年中共に入党， 1979年党籍公開［東北党史組編 1995c: 214-219]。
12) 高崇民 (1891-1971)は， 1935年夏，上海で胡愈之・郷諮奮・孫達生と交流をもった。中共地下
党の要請を受け，聯共抗日と張学良・楊虎城の連係強化を目的として11月に西安に入った。 1946年中
共に入党［東北党史組編 1995c: 207-213]。
13) 栗又文 (1901-1984)は， 1932年から北平市立商業高中校長， 1935年11月，南漢窟の要請を受け
西安に赴き，張学良の上校待遇の機密秘書となる。 193炉f.4月，中共に入党［東北党史組編 1995c:
131-136]。








任 (38年秋まで）。 1947年，蒋介石の命令で逮捕・処刑された［宋新勇ほか 1994: 287-324]。
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の回復； (2)楊虎城の獲得； (3)西北抗日運動の展開； (4)長征途上の紅軍と
の連係を任務として， 2人を西安に派遣した。南京で弁護士業に従事していた









































































































20) 楊奎松 [1995:111-112, 114], 王健英 [1995:326]。なお東北軍党史組編 [1995b: 74], 東






































軍党史組編 1995b: 133-134]。7月30日，謝華は， 17路軍関係の情報収集に当
っていた梁中徳を介して党中央に西北特支の工作を報告した。こうして特支は










































































事行動を開始し［楊奎松 1995: 296], 蒋介石と陳誠・朱紹良・蒋鼎文らを拘束し
た。張は決起直前に中共中央にこのことを打電していたが [289-296], 同日，
張・楊は， (1)南京政府の改組， (2) 内戦の停止， (3) 「7君子」の即時釈放，
(4)全政治犯の釈放， (5)大衆的愛国運動の是認， (6)集会・結社の自由の保

















































































































































24) 宣侠父は1899年生れで， 1924年中共に入党。 1937年9月に第18集団軍 (8路軍）高級参議とな











































































成ほか主編 1991: 482-5, 王功安ほか主編 1991:605, 哀旭ほか 1988:111]。14日，
国民政府は，「自衛抗戦声明書」 [z370814]を発表して日本の中国侵略に対す
る抗戦の遂行を内外に示した [329]。20日，軍事委員会は全国の戦局を統括す
るために全国の 4戦区を画定したが［衷旭ほか 1988: 113], 9月8日には，委
員会の下部機構として第 1 部（作戦）•第 2 部（政略）•第 3 部（国防工業）•第 4







































撃戦を展開していった [d370912,d370916, d370921, d370925]。9月6日，中
共は映甘寧特区政府を映甘寧辺区政府に改め［哀旭ほか 1988: 117], 南京政府
の中央政府たる地位を承認して中共が掌握する権力をその地方政府と位置づけ
た。南方滸撃隊の新4軍への改編問題も妥結し2), 8路軍と新4軍の雛事処・











1988 : 441, 楊奎松 1992c:871]。さらに会議は，王明・陳雲・康生を中央書記
処書記に補選するとともに， (1)周恩来・王明・博古・葉剣英が中共中央代表
































































































































博古）を設置することを決定した［文献室編 1989: 395]。長江局は， (1)南中








1983 : 8-9]。改組後の塀事処の活動は， (1) 8路軍の給与・装備を国民政府か








































書記とする湖北省委員会を樹立した［皮明麻 1985:296, 李沢ほか 1985: 52]。
5月，省委が把握する党員は武漢地区338人・全省1,040人で，上述の 3区委・
6党団のほか，黄岡（郡東）・郡南・郡中の 3中心県委，郡西・郡北の2エ委と


















大きな影響力を有する青年団体となった［毛轟ほか 1985: 205-209, 李権時ほか















会設立は実現しなかった［第5章，武漢党史室 1989:179, 毛慕ほか 1985:359-
361)。
1936年の上海における救国会運動は親共的な知識人を前面に立てて内戦の停




































【注記） (3709) : 1937年9月に成立したことを示す。
△:「武漢地区主要抗日団体一覧表（負黄人）」，『JI.路軍駐武漢雛事処紀念館陳列館』展示,1988年12月。






［出所） 毛蘊ほか 1985: 87-90, 152-179, 205-209, 213-223, 229, 241-244, 359-361, 366, 李権時ほか主編
1988 : 272, 27 4-279, 283, 439-440, 章紹嗣ほか 1988: 197-198, 201-202, 238, 247, 251, JI. 路紀念
館 1985b: 17, 21, 23, 長江専題組 1983:21, 梁寒泳ほか主編 1984: 166-167, 174, 李沢ほか 19



















































侵略の非道義性を訴えた［毛弱ほか 1985: 264-265, 鹿地亘 1958: 19-58, 郭沫若
1973: 55頁，高杉一郎 1980: 138-14 7]。
?? ?? ??
抗日高潮のなかで，国共両党の間で共同綱領の制定が試みられた。 1937年12
月25日，長江局は「中共中央対時局宣言」を発表し［周国全ほか 1991: 95], 
統一的国家政権と軍隊が形成し始めているとした上で，抗日諸勢力の一層の団
4) 毛藝ほか [1985: 195-199]。1938lf.5月に出版された各穂の出版物のなかで， 30種は中共の影
響下で編集•発行された［武漢党史室 1989: 176]。
5) 梁寒泳ほか主編 [1984:167]。「蘇聯空軍志願隊烈士墓碑文」には.2月8日・15日・ 7月9日・






















































決議案は120件にのぽった［重慶文史会ほか編 1985: 170-175, 重慶文史会ほか編



















































化がめざされた［栄孟源主編 1985: 484, 514, 516-517, 毛幕ほか 1985: 292-293, 
















380731 (2), 380801 (3), 群衆 2(10) : 564-565, 毛慕ほか 1985: 362-365]。
軍事情勢の緊迫化のなかで抗日救亡運動は高揚していった。「七七」 1周年
を前にして，第3庁は武漢各界抗戦建国周年紀念縛備会を組織した。縛備会は，
7日から 5日間の予定で市内に 5個所の固定献金台と 2個所の移動献金台を設
置したのに対し，のべ1,000,000人が献金に応じ，献金額は1,000,000元にのぽ





































確保にあたった［新華日報： 380608 (3), 武漢櫓案館ほか編 1985: 245-246]。
5-6月，毛沢東は「論持久戦」 [z3805-06]において， (I)現在，敵の戦
略的進攻と我が方の戦略的防御を特徴とする日中戦争の第 1段階はいまだ終結

















































































































霞 1988,朱鈴ほか主編 1988年，向青 1988,寅修栄 1989など］。
このような研究状況のなかで，張埼 [1986],黄啓鉤 [1988],楊奎松 [1989,
































































4) 曹仲彬ほか [1991: 199]。本庄比佐子編 [1973]所収の『両条戦線」は，本文に記した版本と
同系統のテキストであると考えられる。
5) 周国全ほか [1986:479]。さらに彼は， 1932年8-9月の第12回プレナムでコミンテルン執行






































































































































































































































第 8章王明 179 
3章註5)を提示した。このうち，王明報告で言及されているのは (1)から (3)


































































































































































































































































































































































































































13) この報告は， (1) 6中全会の成果， (2)広州・武漢陥落後の情勢， (3)民族統一戦線の長期性．
(4)戦争と戦略の問題， (5)その他の問題．から構成されており， (3) と (4)の部分がそれぞれ
「統一戦線中的独立自主問題」「戦争和戦略問題」として「毛沢東選集』に収録された［文献室編













る」 [z381106d: 543]と述べた上で， 1927年以来の中共の軍事戦略についての







































































































1983, 竹郁 1983,陳鉄健 1987]。しかしながらこうした試みは，「中央がすでに
明確に結論を出した重大な歴史問題」に対する「原則に関わる異見」の提起で
あり「党内の団結を妨げかねない状況」を生み出しかねないものと見なされ


































































1997 : 1561, 1888-1889]。しかしながら， 10個月にわたる反「6路囲攻」作戦






































































3) 今井駿 [1997)は， JI険ソ区崩壊の基本的要因がソヴェト革命路線の基本政策たる「土地革命」
の妥当性の欠如にあったことを検証している [36-84)。
4) 川挟ソ区に残されたのは，劉子オ・趙明恩ら約300の兵力にすぎなかった。彼らは,1940年 1月





































































総指揮・政治委員を兼任。第 1方面軍の第1• 第3. 第5. 第9軍団を第 1. 










対して党中央は， 10日，第 I• 第3軍による単独北上を決意し，ここに紅軍の











































によって第 1 • 第3軍の北上を断行したことによるものであった [d350910]。
陳昌浩がこれ—徐向前と陳の指揮権の否定―を「右傾日和見主義」「逃亡
主義」と断罪したのに対して，徐は紅軍間の衝突という不測の事態を回避しつ











































































































樹立すること一ーを有する」 [z3401: 647] という「中華ソヴェト共和国憲法大
綱」の規定をふまえたものであった， ということである。
第2に，チベット地域における政権建設が困難を極めたということである。





















の意向を伝達した上で，第 4方面軍の今後の行動方針について， (1)第2• 第
6軍とともに北上して広大な北方根拠地樹立をめざす； (2)現在の駐屯地を固
めて四川奪取計劃を推進する； (3)第2• 第6軍とともに雲南・貴州・四川省


















































































































た凱豊は［張樹軍 1997: 487], 第2中央関連資料を広範に引用しつつ「張国需







































































































































































































































































































































決定した［文献室編 1993a: 440]。1935年 1月1日，狼場で開催された政治局
会議は，黎平会議で毛が提起した新根拠地構想を確認するとともに，「作戦方
針と作戦時間・地点の選択について軍委は政治局会議に報告しなければならな































































































伝えられた［楊奎松 1995:72, 楊奎松 1997: 354]。これにともない， (1)抗日
民族統一戦線政策の確立， (2)富農政策の転換， (3) ソ蒙国境への接近（「国
際路線」）が，当面の主要課題となったが， (1) と (2) は洛甫， (3)は毛沢東
によってそれぞれ具体化されていった。 12月23日，毛沢東は，瓦客堡で開かれ
た政治局会議において軍事問題に関する報告を行い，これをふまえて「関於軍


































































7) 報告は，張学良に対する戦術の第1に「蒋張分開」を掲げている［文献室編 1993a: 528]. 
8) 楊奎松 [1995:96]。会議は毛沢東の報告に同意し，当面の主要任瀦を「西北国防政府の樹立」
として西征を決定した［張培森主編 1997: 84-85]。なお「西北国防政府」主席・「抗日聯軍」総司令














































































































































るような戦略的決戦は絶対に回避しなければならず」 [z3805-06: 37], 「武漢な
どを防衛する任務は真剣に遂行しなければならないが，これらの地域を防衛し
12) 抗日諧撃戦争の戦略的綱領として，毛沢東は， (1)防御戦中の進攻戦・持久戦中の速決戦・ 内
線作戦中の外線作戦の主動的・弾力的・計画的実行， (2)正規戦争との呼応. (3)根拠地の樹立， (4)
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れたこと [z350801b], があったことは多言を要しない。そして「第 2次国共
合作」成立後における「抗日民族革命」という認識の獲得，およぴ6届 6中全


















































































































































































4) 西村成雄 [1991]は， 1949年に成立した中共の国家権力を「訓政システム」とする見方を提起
している [317-336].

















産力の発展要求を代表し； (2)中国の先進文化の前進方向を代表し； (3) 中国の最も広範な人民の根
本的利益を代表しなければならない．と述ぺる。






















網 1992: 329] 。 207•四史編委会編 [1992]は，電文の内容から朱徳に宛てられたも
のであると推定している [329]。
d360127 : 「張国需対中央十二月二十五日決議的補充典修改致林育英、張聞天電」（ →育英、























d361203: 「蒋介石復凋玉祥密電」［上海資徴会編 1987: 347-348]。115
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志）［中央統戦部ほか編 1985: 315-316]。30
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学会誌の公刊であった。 1999(平成11)年 1月創刊の『EXORIENTE 
えくすおりえんて』（発売 嵯峨野書院）は、厳しいレフェリー制のもと
多くの手応えのある論考を生み出し、すでに 6号を数えている。
今回発刊の運ぴとなった『大阪外国語大学言語社会研究叢書』は、会員
のよりまとまった形の研究成果を、単行本として世に送り出そうとする意
欲的企画から出発している。あまり陽のあたらない地域や分野を専門とし
ている会員を多く抱える学会として、すぐれた研究成果を発表できる場の
確保は重要な役割であると認識した結果でもある。本叢書の刊行が、研究
活動を刺激しさらなる学会の発展につながることを確信するとともに、外
大が目指す世界地域学を一般に示し評価を得る絶好の機会となることを期
待する次第である。
平成14年4月
大阪外国語大学言語社会学会会長 苛ミオく 攻：
